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令和７年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人 都築科学学園 

関東柔道整復専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人 都築科学学園 関東柔道整復専門学校 学校関係者評価委員会は「令和７年度自己

評価」の結果に基づいて学校関係者評価を実施したので、下記のとおり報告します。 

 

１．学校関係者評価委員 

氏名 所属 選出区分 

木村 浩吉 

（委員長） 

元 横浜 F・マリノス 

監督 
業界関係者 

椎葉 一樹 
第一学院高等学校 立川キャンパス 

副エリア長兼立川キャンパス長 
高等学校関係者 

山本 真理子 
株式会社メディカルスポーツエージェント 

代表取締役 
企業関係者 

渥美 輝一 
有限会社ヒーリング・スポット 

エリアマネージャー 
企業関係者 

積田 理恵子 
２年生在校生 

保護者 
保護者 

榊 真宏 
株式会社たいよう あい整骨院 

マネージャー 
卒業生 

 

２．学校出席者 

氏名 役職 

伊藤 尚司 校長代理 

諸井 祐典 事務長 

黒澤 紀雄 学科長 

三輪 修司 学科長代理 

兵藤 宜昭 広報課長 

桒田 弘和 法人本部 総務・経理課長 

中山 諒我 事務職員・書記係 

 

３．日時・場所 

 令和８年６月１４日（日） 午前１０時００分～１２時００分 

 関東柔道整復専門学校 ５Ｆ基礎医学実習室 



４．会議の概要 

・学校長（校長代理）挨拶 

・委員紹介、教職員紹介、委嘱状交付、委員長選出 

・令和７年度自己評価について 

・令和８年度運営計画について 

・質疑応答、意見交換 

 

５．令和７年度自己評価における学校関係者評価 

評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.教育理念 

･ 

目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 

〇「スポーツトレーナーのスキルを持った柔道整復師の養成」と

いう教育理念は、スポーツ分野のみならず予防医療や健康増進

への社会的ニーズにも合致しており評価できる。学生への周知

は適切に行われているが、保護者に対しては対面・オンラインを

活用した保護者会等により、教育理念や育成人材像、学校の取

組について理解を深める機会を増やすことが望まれる。また、将

来構想については、少子化や医療・健康分野を取り巻く環境変

化を踏まえ、地域貢献や予防医療、産業保健なども視野に入れ

た中長期的なビジョンを明確にし、教職員間で共有しながら教育

内容の充実を図ることを期待する。 

〇保護者に対しては、対面形式にとらわれず様々な方法で定期

的に学校の情報を発信することで教育活動への理解がより深ま

ると考えられる。ＨＰは内容が充実しており、学校の理念や教育

目標等は、学生や保護者に伝えられていると思うが、その一方で

ＳＮＳでは学校の取り組みを目にする機会が少ないことから、情

報発信の強化を期待する。 

〇課題に挙げられている「保護者への周知・連携強化」につい

て、臨床実習の受入や採用を行う企業の立場からも大いに賛同

する。特に保護者との連携強化は極めて重要であり、３年間の学

習過程で学生が壁にぶつかった際、教育理念を深く理解してい

る保護者がいれば、学校側の強力な味方となり、学生のモチベ

ーション維持や退学防止に繋がると考えられる。また、スポーツ

現場で活躍するためには、整骨院での臨床経験を通じて得られ

る「基礎的な治療技術」や「患者と向き合う問診力」といった土台

が必要不可欠。「華やかなトレーナー活動」への憧れと、「現場で

求められる地道な基礎力」とのギャップを教育課程の中で埋める

ことで、就職後のミスマッチや早期離職を防ぎ、業界で長く活躍

できる本物の治療家育成に直結することを期待したい。 

 



評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.学校運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 

〇昨今、コンプライアンス・セキュリティーについては誰もが敏感

になっていることから、業務の効率化を図るとともに、常に安定と

安全を追求していただきたい。また、ＡＩやシステムの発展は目ま

ぐるしく、それに応じて運営自体も変化せざるを得なくなってい

る。学校でも遅れを取らぬよう、ＡＩの導入・活用について適切な

対応を望む。 

〇学校運営については、教育理念・目標に基づく運営方針や事

業計画が適切に策定されており、各種会議体を通じた意思決定

体制も整備されていることから、円滑な学校運営が行われている

と評価できる。また、情報公開やコンプライアンスへの取組も適切

に実施されている。一方で、業務の効率化や情報管理の観点か

ら、学生情報のデジタル化及びペーパーレス化をさらに推進し、

個人情報保護やセキュリティ対策の強化を図ることが望まれる。

また、新たな学生管理システムの運用にあたっては、特定の教職

員に負担が集中しないよう、人材育成やマニュアル整備を進め、

組織全体で活用できる体制の構築を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．５ 

〇教育理念に基づいた教育課程が整備されており、臨床実習や

企業参画型授業を通じて実践的な職業教育が実施されているこ

とは評価できる。また、成績評価や進級・卒業判定基準について

も明確に示されており、教育の透明性は確保されている。一方

で、教育の質を継続的に向上させるためには、学生による授業

評価を活用した改善サイクルの構築が望まれる。また、医療を取

り巻く環境が変化する中、教員の指導力向上や職員の能力開発

に向けた組織的な研修体制を整備し、教育力の向上に継続して

取り組むことを期待する。 

〇業界の技術や患者のニーズ、整骨院の運営体制などは日々

アップデートされているため、学生に実践的な教育を提供するに

は教職員が「現在のリアルな臨床現場」に触れる機会が重要だと

思われる。臨床実習先への視察・見学、意見交換の場を設けるこ

とも一つの有効な手段と考えられることから、臨床実習先を訪問

し最新機器やトレンド、現場で求められている人材像について情

報交換・共有するなど、教職員のアップデートに臨床実習の受入

施設を積極的に活用していただきたい。 

〇臨床実習施設を確保するのは大変な作業だと思われるが、学

生個々の事情に合わせて実習先を確保し、実習を行っているこ

とに非常に好感が持てる。 



評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.学修成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 

〇１・２年生も参加する就職説明会は、早い時期に職業を意識す

ることが出来、国家資格取得の意識も高まり効果的だと思われ

る。希望就職率１００％の維持は学校側のきめ細かな対応の成果

と評価する。資格取得率の向上は、在校生・既卒生ともに更なる

サポート・フォローアップで成果を得られるようお願いしたい。ま

た、校友会との協力を強化し、卒業後のキャリア形成の効果の把

握、学校の教育活動・広報に活用することを期待する。 

〇既卒者の国家試験再チャレンジの対策について「途中で聴講

に来なくなる者が多い」という課題に対し、学校側だけのフォロー

には限界があると思われる。企業と連携・協力し、再チャレンジす

る既卒者をアルバイト雇用することで、規則正しい生活リズムを担

保しつつ、学校の対策講座へ確実に通わせるようなシステムを構

築することで合格率の引き上げに貢献できるのではと考えてい

る。また、卒業生の就職先を担任の教員が訪問し、アフターフォ

ローを行うことで、卒業生にとって自分の特性をよく知る教員が職

場に顔を出すことは、環境変化に伴う不安を和らげ、早期離職防

止（定着率向上）に直結するのではと思われる。このような学校側

の手厚いアフターフォローの実績は、これから入学を検討する高

校生やその保護者に対しても他校との圧倒的な差別化を図る強

力な広報アピール（安心材料）になると思われるので検討をお願

いしたい。 

〇国家試験合格率や就職率の向上に向けて、模擬試験や個別

指導、就職支援など多面的な取組が行われていることは評価で

きる。特に、学生一人ひとりの学習状況や生活環境を早期に把

握し、外部スクールカウンセラーと連携した支援を行う体制は、退

学防止や学習意欲の維持に有効であると考える。今後は、学習

データの分析結果を活用した個別支援の充実とともに、卒業生

の就業状況やキャリア形成に関する情報を継続的に収集し、教

育内容の改善や学生のキャリア支援に活かしていくことを期待す

る。 

〇学校の最大の目的は柔道整復師の国家資格を取得させるこ

と。もちろん、その他人間形成なども大事な要素ではあるが、目

的に向けた取り組みを再確認し、高い目標設定と達成へのこだ

わりを望む。 

 

 

 



評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.学生支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 

〇学生支援については、個別面談や就職支援などの体制が整

備されていることに加え、今後は保護者との情報共有をさらに充

実させることで、学生を支える支援体制の強化が期待される。特

に、保護者会や学校通信等を通じた継続的な情報発信は、学生

の学修意欲向上や修学継続にも有効であると考える。また、校友

会や地域との連携を強化し、課外活動や卒業後のキャリアアップ

支援を充実させることで、在校生・卒業生双方に対する支援体制

の向上と学校の魅力向上につながることを期待する。 

〇ホームルームリポート（学校通信）並びに、保護者会の再開を

強く希望したいが、業務負担の少ない方法で学校と保護者の連

携がとれるような体制の検討を望む。高等学校や地域のスポーツ

チームとの連携強化は、学生の課外活動の拡充・職業教育の連

携のみならず、多くの学生が専門学校の入学を決定した事柄

に、高校時代等に柔道整復師やスポーツトレーナーとの出会い

を挙げることもあり、広報活動の観点からもより強化すべきと考え

る。 

〇既卒者への国家試験再チャレンジ支援において、講義のオン

デマンド配信（オンライン受講システム）などを取り入れ、自宅や

アルバイト先からでも周囲の目を気にせず学習を進められる環境

の整備を提案する。心理的ハードルを下げる工夫を行うことで、

学習継続率および既卒者の合格率の向上につながるのではな

いかと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

6.教育環境 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 

〇教育環境については、施設・設備の維持管理が適切に行われ

ており、教育活動に必要な環境は概ね確保されている。また、防

災体制についても法令に基づく設備点検や防災教育が継続的

に実施されており、安全管理への取組は評価できる。一方で、施

設・設備の老朽化への計画的な対応や、災害発生時を想定した

実践的な防災訓練の継続が重要である。今後も学生及び教職

員が安心して学習・勤務できる環境整備を進めるとともに、感染

症対策や危機管理体制を含めた安全管理のさらなる充実を期待

する。 

〇校舎自体が徐々に老朽化も見え始めていることもあり、昨今の

大地震や大雨等自然災害の教訓を学び、災害時の危機的な状

況下で自ら適切に判断・行動できる能力の育成、自らの「命を守

る力」や、危険を予測して主体的に行動する「生き抜く力」を身に

つけ、万一の事態に備え施設・設備および防災に対する環境整

備を整えていただきたい。 



評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.学生の 

受入募集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．０ 

〇学生募集については、高等学校との継続的な関係構築やオ

ープンキャンパスの実施を通じて、学校の特色や教育成果を積

極的に発信していることは評価できる。また、在校生や卒業生の

活躍を広報活動に活用している点も、教育の成果を示す有効な

取組であると考える。一方で、少子化に伴う入学者確保の競争が

激化する中、学校の強みである「スポーツトレーナーのスキルを

持った柔道整復師の養成」をより明確に発信し、他校との差別化

を図ることが重要である。また、高校新卒者に加え、社会人や既

卒者など多様な志願者層へのアプローチを強化し、安定した学

生確保につなげることを期待する。 

〇臨床現場でプロの治療家として活躍しているＯＢ・ＯＧ（訪問す

る高校の卒業生）との高校訪問を提案する。進路指導の先生や

部活動の顧問の先生にとって、かつての教え子が立派に社会人

として自立している姿を目にすることは、何よりも教育クオリティに

対する「最大の安心感と信頼」に直結すると思われる。パンフレッ

ト上の情報だけではなく、教育成果の“実物”を見せることで、高

校側からの信頼を勝ち取り、次年度以降の強固な推薦ルートを

築くことができるのではないかと思われる。企業としても学生募集

活動や、高校の先生・保護者へ安心を届ける取り組みに対し全

面的に協力させていただきたい。 

〇昨今は少子化に伴い、どの学校も学生募集には苦戦してい

る。学校の特長を全面に出し、シンプルに伝えると理解しやすい

と思われる。 

〇高校生がよく利用する「Ｉｎｓｔａｇｒａｍ」・「X」・「ＴｉｋＴｏｋ」、保護者

世代の利用が多い「Ｆａｃｅｂｏｏｋ」等のＳＮＳへの投稿を増やすこ

とで認知が拡大するのではないか。また、ＨＰにデジタルパンフレ

ットがあるとその手軽さから学校への認知も上がると思われる。 

 

 

 

 

8.財務 

 

 

 

 

３．７ 

〇財務の安定は経費執行や利益確保の基本。常に工夫する姿

勢に期待したい。 

〇財務運営については、教育目標に基づいた予算編成と適正

な執行が行われており、監査体制や情報公開についても適切に

実施されていることから、健全な学校運営に努めているものと評

価できる。一方で、安定した教育環境を継続的に維持していくた

めには、入学定員の確保による収入基盤の強化が重要である。

今後も教育の質を維持しながら、効率的な運営と学生募集の強

化を進め、中長期的に安定した財務基盤の構築を期待する。 

 



評価項目 平均値 学校関係者評価 

 

 

 

 

 

9.法令等の 

遵守 

 

 

 

 

 

３．７ 

〇昨今、法令遵守はどの学校、企業でも徹底されている。個人

情報を含めた情報管理を徹底されたい。 

〇コンプライアンスは企業、学校の最優先事項。日々相互点検を

お願いしたい。 

〇法令等の遵守については、関係法令や設置基準に基づいた

適切な学校運営が行われており、自己評価結果の公表など情報

公開にも積極的に取り組んでいることは評価できる。一方で、個

人情報保護や情報セキュリティの重要性が高まる中、教職員が

管理するデータの取扱いについては、統一した規程や運用ルー

ルの整備が望まれる。今後は、校務システムや学生管理システム

を活用した情報管理体制の強化を図るとともに、自己評価で明ら

かになった課題について優先順位を明確にし、組織的かつ継続

的な改善に取り組まれることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

10.社会貢献 

･ 

地域貢献 

 

 

 

 

 

 

 

３．２ 

〇毎年ひとつずつ新規開拓を目標にすることで、地域や社会で

の認知度も向上すると思われる。「地道に継続」を期待する。 

〇スポーツトレーナー養成コースの学生の活動は、ＨＰ上の情報

しか目にすることがなく、実態を感じにくいのではないか。学生の

活動状況をＳＮＳ等で情報発信することで、活動内容の認知拡

大・ＰＲ活動につながると思われる。 

〇社会貢献・地域貢献については、附属整骨院を活用した地域

住民の健康支援や、スポーツ大会における医療救護活動への学

生参加など、教育活動と地域貢献を結び付けた取組が継続的に

行われており評価できる。今後は、行政機関や地域スポーツ団

体、関係団体との連携をさらに強化し、学生が実践的に学びなが

ら地域社会へ貢献できる機会の拡充を期待する。また、地域住

民向けの健康講座やボランティア活動等の取組について積極的

な情報発信を行い、学校の専門性を活かした地域貢献活動のさ

らなる発展につなげていただきたい。 

 

６．令和８年度における運営計画 

【組織目的】 

「国家資格＋スポーツ」で、日本のスポーツ・医療の業界で活躍する人材、 

「スポーツトレーナーのスキルを持った柔道整復師」をコンセプトに養成する。 

【運営方針】 

① 「国家資格＋スポーツ」での広報力の強化 

② 「リーダー育成」運営力のある組織づくり 

③ 「教育システムの確立」での学生満足度向上 



  【組織】 

  学科運営力強化と学校運営力強化 

① 部署の連携による目標を達成できる強い組織づくり 

② 附帯教育施設・接骨院の売り上げ向上と教育効果 

③ スポーツトレーナーの外部企業と教育機関の連携 

  【広報力強化】 

  学科の強み＋スポーツ 

  学校価値の見える化＝広報力強化 

① スポーツ科目の導入により高校生の支持を得る 

② ガイダンス・直接部活動訪問・高校訪問のシステム 

③ 全てのコンテンツを広報に活用する 

 

７．総評 

上記１０項目に対し、評価委員による平均評価は３．３（４段階評価）であったことから、課題は

いくつかあるものの、概ね適切に学校運営はなされていると認識する。 

就職率１００％の連続達成、入学者の微増傾向に対して努力を評価するが、募集定員を満た

していない厳しい状況ついては、高校新卒者に加え社会人や既卒者など新たなマーケットの開

拓等、少子化や医療・健康分野を取り巻く環境変化を踏まえ、中長期的なビジョンを明確にする

必要がある。 

また、学生目線によるＳＮＳやＨＰでの学校情報発信を工夫しながら、早急に問題解決に向

けた取り組みを実施し、情報発信は入学希望者だけに止まらず、学生・保護者に対しても幅広

く共有を行い、更なる信頼関係の構築、連携強化を行うこと。 

教員の指導力・教育の質の向上、時代に即した教育環境の整備により、学生・保護者・卒業

生・地域コミュニティとの連携強化に努め、一連の活動を通じた学校知名度向上により、学生募

集活動へ一層の努力を望む。 

今回、評価委員より様々な提案もあったことから、学校と企業の連携強化による相乗効果を図

るとともに、より良い教育活動のためにも指導力育成・質の向上に努めていただきたい。 

自己評価結果及び学校関係者評価結果の改善意見を踏まえて、更なる学校運営・教育内

容の充実が図られることを期待したい。 

 

以上 


